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― 

地
方
創
生

　

現
在
の
世
界
経
済
は
、
中
国
の
景
気

減
速
に
よ
る
先
行
き
不
安
な
状
況
で
、

我
が
国
で
も
円
高
・
株
安
が
輸
出
型
企

業
の
業
績
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
本

経
済
の
足
を
引
っ
張
る
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
我
が
国
で

は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
を

実
現
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

日
本
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
10
月
末
に
「
奥
出

雲
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
今
後
５
カ
年
間
に

お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

を
抽
出
し
、
そ
の
解
決
策
を
具
体
化
し

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
は
、
普
通

交
付
税
の
減
少
、
扶
助
費
を
中
心
と
す

る
社
会
保
障
経
費
の
増
加
な
ど
、
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
「
総

合
戦
略
」
を
実
行
す
る
た
め
の
予
算
に

は
、
最
大
限
の
配
慮
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

な
お
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
に
よ
り
、
た
た
ら
製
鉄
を
活
用
し
た

観
光
振
興
や
、
算
盤
や
刃
物
製
作
等
の

伝
統
産
業
の
振
興
を
目
指
す
「
伝
統
産

業
・
観
光
産
業
の
振
興
事
業
」
な
ど
の

経
費
を
、
今
年
度
の
補
正
予
算
に
計
上

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
の

事
業
は
来
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
当
初
予
算
と
一
体
的

に
、
本
町
の
特
色
を
生
か
し
た
、
人
材

育
成
、
雇
用
創
出
の
取
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
奥
出
雲
を
愛
す

る
『
ひ
と
づ
く
り
』
を
進
め
る
た
め
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
す
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

を
、
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
産
業
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
島
根
県
東
京
事
務
所
に
町
職

員
を
派
遣
し
、
企
業
誘
致
な
ど
、
新
た

な
『
し
ご
と
づ
く
り
』
の
取
組
み
も
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
人
口
減
少
が
早
く
進
む
中
山

間
地
域
に
お
い
て
も
、
今
後
も
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

日
常
生
活
の
機
能
の
一
定
の
集
約
を
図

る
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
自
治
会
長
や
町
民
の
皆
様
方
と
の

検
討
を
進
め
ま
す
。

― 

予
算
の
概
要

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
喫
緊

の
課
題
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
編
成
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
年
度
補
正
予
算
は
、
総
額

で
は
６
億
２
８
０
０
万
円
の
減
額
で
あ

り
ま
す
が
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
を
活
用
し
た
地
方
創
生
事
業
を
９

０
０
０
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
た
た
ら
製
鉄
を
テ
ー

マ
に
し
た
観
光
産
業
と
伝
統
産
業
の
振

興
に
よ
る
『
し
ご
と
づ
く
り
』
の
事
業

と
、
高
校
魅
力
化
を
島
根
県
全
体
で
推

進
す
る
『
ひ
と
づ
く
り
』
の
事
業
で

す
。

　

次
に
、
来
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、

低
迷
の
続
く
町
内
景
気
や
人
口
減
少
問

題
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
本
町
に

山
積
す
る
諸
課
題
に
対
応
す
べ
く
、

国
、
県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用

し
、
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
他
、

雇
用
・
定
住
対
策
、
産
業
振
興
、
子
育

て
支
援
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
の
充
実

な
ど
、
町
の
振
興
、
町
民
生
活
向
上
に

資
す
る
事
業
に
対
し
、
配
意
し
た
予
算

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
来
年
度
当
初
予
算
の
総

額
は
１
４
８
億
８
０
０
０
万
円
で
、
今

年
度
当
初
予
算
に
比
較
し
て
０
・
８

％
、
１
億
２
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

― 

社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
三

沢
山
根
線
、
福
頼
線
等
の
継
続
実
施
す

る
14
路
線
を
、
引
き
続
き
改
良
整
備
の

進
捗
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
高
尾
線
、
湯
の
原
線

な
ど
５
路
線
の
整
備
に
向
け
た
調
査
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

県
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
中

の
国
道
・
県
道
や
河
川
な
ど
の
各
事
業

に
つ
い
て
、
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望

を
継
続
し
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
で

す
。
来
年
度
は
、
八
川
第
２
簡
易
水
道

統
合
事
業
お
よ
び
遠
方
監
視
装
置
統
合

事
業
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
平
成
29

年
度
に
お
け
る
簡
易
水
道
施
設
の
統
合

に
必
要
な
準
備
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
安
全
安
心
な
生
活

環
境
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
将

来
の
財
政
負
担
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
で

す
。
来
年
度
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
20
基
計
画
し
て
い
る
他
、
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
農
業
集
落

排
水
施
設
の
機
能
診
断
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
下
水
道
経
営
の
指
針

と
す
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
固
定
資

産
台
帳
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
生
活
環
境
の
向
上
と
水
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
施
設
の
良
好

な
維
持
管
理
と
経
費
節
減
に
努
め
な
が

ら
、
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
な

ど
を
通
じ
て
、
接
続
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

次
に
、
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
で

す
。
区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
な
ど
に
よ

り
耕
作
条
件
を
改
善
し
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
を
加
速
さ
せ
る
「
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
」
を
新
た
に
実
施
す

る
他
、
「
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」

な
ど
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
事
業
と
し
て
は
、
継
続
事

業
で
あ
る
「
上
三
所
中
村
農
道
」
や

「
才
槇
谷
た
め
池
改
修
」
の
用
地
補
償

や
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
横
田
西

農
道
に
架
か
る
「
た
た
ら
大
橋
」
の
塗

装
塗
り
替
え
工
事
を
は
じ
め
、
町
道
に

つ
い
て
も
橋
梁
長
寿
命
化
の
た
め
の
修

繕
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
他
、
来
年
度
の
携
帯
電
話
等
エ

リ
ア
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
上
地

区
の
追
谷
地
内
へ
、
新
た
な
基
地
局
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
、
積

極
的
に
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消

に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
機

関
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
木
次
線
」
が
、
今

年
、
前
身
の
簸
上
鉄
道
か
ら
数
え
て
、

「
開
業
１
０
０
周
年
」
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
や
関
係
自
治
体
な
ど
に
よ

る
記
念
行
事
を
、
10
月
に
開
催
す
る
計

画
で
す
。

　

昨
年
秋
の
「
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
廃
止
検

討
」
の
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
開
業
１
０
０
周

年
を
契
機
に
、
「
Ｊ
Ｒ
木
次
線
」
の
存

続
に
向
け
た
取
組
み
を
、
関
係
機
関
が

一
体
と
な
り
、
よ
り
一
層
強
化
し
ま

す
。

（その１）（その１）
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今年開業１００周年を迎えるＪＲ木次線（昭和30年ごろ）

３月２日、平成２８年第１回定例会の開会にあたり、勝田町長が施
政方針演説を行いました。（内容を一部抜粋して掲載しています。）
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